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1.研 究目的 ・内容

生涯学習 をもとめる人々のニーズがたかまってきている今 日、それに対処 してい く

ための取 り組みが必要 とされている。これまでこうしたニーズは、主に民間のカルチャー

セソターなどや地方 自治体等の公共の機関が提供す る学習機会の利用 とい う形で充足

されて きた。 しか し、今 日一方においては高度情報化のような社会変化が進展 し、 さ

らに他方では高齢化や女性の社会進出など社会の人 口学的変容が顕著化 して きてお り、

生涯学習の推進は こうした状況をふまえた ものとして推進 されなければならないこと

が指摘 されている。 また、 これまでの生涯学習政策の一定 の成果や社会の高学歴化等

の結果、住民の学習欲求 も高度化 してお り、大学等の高等教育機関が こうした住民層

の学習ニーズに本格的 な形で対処 してい く時期が到来 しているのではないかとい う問

題意識 が提示 されるに至 っている。本研究 は、 こうした問題意識 に立脚 しつつ計画 さ

れた もので あり、と くに奈良大学が立地す る地域の住民の学習関心 ・意欲、さらには

生涯学習観や大学への意識等についてデータ収集を行い、統計的手法を もちいた分析

によって、今後の生涯学習社会化の動 向を予測 し、大学の果たすべ き役割を解 明す る

ことを 目的 とした。

2.研 究方法 ・計算方法

平成4年 度に奈良市、郡山市、生駒市で実施 したアソケ0ト 票 による調査結果 を集

計 し、その解析 を行 った。計 算 にあた っては本セ ソタ0の 大型計 算機 を使用 し、

SPSSに よる解析 を行い、 クロス分析、平均値の算出、相関分析等の処理を行 った。

3.研 究成果

本研究によって、人々が生涯学習に求める目的は主 として生 きがいの探求や 自己発

見であ り、学習意欲 としてはやや不定形 な性格をもつ こと、大学 における生涯学習へ

の期待はかな り大 きなもの といえるが、前述 のような意識傾 向のゆえにかその内容 は

大学に対するあこがれ といった域をでるものとはいいがたいようである。その他、人々

の学習意識には前述 したもの以外にも、 さまざまな要因が含まれ、今 日の生涯学習化

は複雑な様相 を呈 した ものであることが推察 された。
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